






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1970 1975 1980 1985 1986 1987 1988
輸出 0.9 17.5 24.4 35.9 ＊３５．５ 33.4 34.3
輸入 0.3 0.9 2.4 ＊７．３ ＊９．７ 1０．６ 13.3
1989 1990 1991 1992.9 1993.9 1994.9 19953
輸出 34.7 37.5 39.5 4０．１ 399 39.7 37.6
輸入 14.1 1４．４ 1５．６ 1７．０ 20.9 1９．２ 24.3
輸出
1980 1988
通貨種類 自国通貨 日本円 その他 自国通貨 日本円 その他
本スッアスカンⅢ〃Ⅲ〃Ⅲクラィタギメ日フドイイア ４５３６６７ａ２２３７９２６８ ４●９２ ６５７４４３０爪爪７２７３１ ３５５８７６．．・３５９４８１３５８ ３５５■■●４００３ １ ７１８２３３且４１６４６
輸入
1980 1988
通貨種類 自国通貨 日本円 その他 自国通貨 日本円 その他

















































































































夕６１囮色調卜珀、】ＵｎｕＵＲＵｎ〃凸の夕凸１１，二Ｕ〈ｈ）《ｍＵ５３２２１４３２４２４３７１０７８７０９５５Ｊ！ ９８１７２０８３９７９５●巳●ＣＤ己●■●□●の５２６４７５５７５３５７４６６６７４５６４５３５ ４１９５０３３８６９１１ ●●□■■●つ●●ご■Ｂ３５７５３９２９２７８２１１１１１ ８
３５９２０２７１４８７ ｍ●①●●ＧＣＧ●■●●３７９４３９７７２０７３１１２１２１１１１１２２ ２７５６８８５３８６０２ ■⑪●］●ｃ●己●●印ｃ●舶腿、捌粕朗館朗酊舶羽渦 ００１４０２３１００２２●ウロロロ０００００ ００ １
８１１３９０６４９５７ ●●●●、■■Ｃの●Ｃ甲６０４３３５７７６０７５４５４５４３３２３３３３ １３５００１４４４４２７ 巴●●●の■巳●●●■●３１６７４１７８２０２６３１１２２ １ ８９４８７０６０２７３６曰●ロ■●●●●◆●●●別師的醐舩佃弱刷皿舶的岬 ８




























品品性類学維属械事自の 科料物品化繊余機そ食原鉱製 ５２２８２０１７２９７ ｓ■■●。■●Ｇ●■●６５０３３０２７５５９２ ３４４２３４２１ １０６２５５４３９０３●凸■●■●の■●●ウ９２９６６５５９０３６６９９５４５７４５３６
Ｈ１ｒ〃』ｆｌｕ ００４２３３１４１１ １４１ ４８２０３５５０９１０ ９７５３９７０４３３０ ●■●Ｓｃの巳●。●●７１０２７７１２９４３１ ２３１２２１１ ４３５００８９９６５６●□■●⑪Ｃ●印●凸□別舶肌而田別舶乃、蹄秘
７０５７１５１７１２４０ ，ロ●●●■印●０１００００００ ９３０３０１９７２８６●ＳらＣ●■■●●■●３３０１０６６４２０１５１４７３２３６３３ ９６４９６９６９６０４ のの■■勺０■Ｇ●●●６２６５１０２１４９６１７９１１１５１１１
























































































41蓬1劃 ３７７０５６８４１８０７℃■■■□●●●□ロロ■６８９２０９２２８７７３５４７８１６６６６４６ ９８６９６８８３４９１３●●■■●●●●■ｑ●■６８８７８４５６０１０７３３１１５５３３３３５２ ８６０５８２９４６０３００■■□●口。●ＧｐｑＧ３１８０８８５５９３２９５５７８５５５６４５ ０１２４２－０８２９８７７巳●●ｂ■■□■■●●▲９６０９７３２３８６４６３３２１５５４４３３５３ ３１０１２９８３９３１０■■●●●●①■●Ｃ●●４０９２８７８９９４７２５５７８５Ｆひ５６３６ ６３６８１５５０２３８７■ロロ■■●●●■●巴■６４８７４１９９８５８５３３１１５５３３３３５３ １９５７４４１６９１１８●ｐ■●◆い■□●■●９３６９２７７９９９６７６５４７８５５５６３６ ００６２８８８３２５５２０●■●●⑪●■■■■□６４７７８８８８８３９０３３１１４４３３３３５３ ５３５７３３１１７０３１■００●●●●Ｃ■●■■７４８１６６００８２０８４４７８５５４６３５ ３２５２３３７６０７４７■□。●●●●●●ＣＤ□１５８８９９７７９７６９４３１１４４４４４３６３ ７２２５４４３０７０９７■■●■●■■０■●●●６３８１６６９９８３８５４４７８４４４６２５ ９１７４１３３５７７６３ｑ■■●●■●■■■■■１５８８０８８８９６７２４３１１５４４４４３６４
1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1986→1991
全地域 9.7 10.6 13.3 14」 1４．４ 15.6 5.9






ﾄﾞイツ（西独） ８５９９３９□■■●●●７７８３７８２３２１ ２０３３９１●●①Ｓ●●９８７３５７２３２Ｉ ０８９８７２０００口６■０８６８６６１２２２１ ２０７２２２■●●◆■■０８７０８８１２３２１ ６１９１４２■ご●●●■１４６３１４１１２３３１ ２８４３４８□●■●●■１８１２４７１３４３１ ４３５４１１■□●。●●３１２８７１







アフリカ(南アを除く） ２８８０２７９■●◆ｃｃ●■９７１５１５３１１ ５２８２１１７●□０ロロｑ●１７４４１７２１２１ ５０５６８８６●◆●◆●■■７７２６１７１１３２ ５３７９５３２■■■■■Ｃｓ９９７７－８２１３２ ４１６１１４３●●●ｂ●Ｇ■９８１９１７２１３３ ６８１１４３７●ロロ●●●●１９３２１６３２３３１ ４０３１２６２●●■■■●■２２１７０００１２２











































































































































８４８６９３４３１ ４５１□Ｂ■３６０８１ ８０２６２１４５ ９８３５０３４５
６１３ ■●●’６０３４４１ ２６２ ３６０８１ １３６ の■●１０８１４４ ６３１Ｌ２６４５
６８６ ５２１４４１ ６０４１８０８１ ２７１ ●■の７２０４５ ４４２４２３４５
４９７ ａａＬ４３１ ８回２３６０８１ ５０５ⅢＬＬ４５ ３５２４２３４５
６７７■●●８００４４１ ５４Ｊ０９０８１ ５９６ ●■ひ８００４５ １，９５２２４５
３７０●■■８９２４３１ ８０２０９０８１ ０６４ ■▲巳９６４３５ ９０１ Ⅲａ３４４
５６９●■’□１７０５３’１ ３５２ の■●２７０８１ ３２５ ●□●１７１１３５ ９２９９７２４４


































４６０●①●５５９７１ ７２１●●■８１０８１ ９４７ 。■●５１２１３５ ５〃８６１１７２
５０５ ４Ｅ３７１ ０８２ ６ａ０８１ ９７４●二①■７１０１３５ ９８３巳●■３３２７２
０２８●■●５８６７１ ６２２３６０８１ ２〃１４５０２３４ ８４８４３１７２
４９７ ２０６７２ １８１ ■■●６３０８１ ２０８●■■８５６１４３ ０７３■Ｃ■２５２７２
１６３ＺＬ６７２ ５４１口●■７２０８１ ４１５●■●９４６１４３ ４１５，●■７０２６３
９２９ ■Ｃ●３９６７１ ４８３６３０８１ ９６５Ｌａ９２３３ ２６２４３２７２
９３８船型６ ９４７□Ｓ■０８０８１ ２５２００９２４３ ２Ｊ〃馴拠１











































































































































































































































































７１２１１６９８２７７。■●■■●■■●Ｇ■３６０４３０１４０２０３ ４２６５４６６２７４８４１９２８９８ ■ＳＰ●■●の■①甲５３９３３８７１７３６９９５７３４５３２ １■５７ ６５０５８５９４９５２●ウ ■●■■巳ＣｑＳ００２３００３１３４１ ０５８２１９６３２４７■■■●●。■●、■●３９０３０６５０３５５５ ５３６６５６７２
３７２７０７６４１６４ Ｂ●①Ｓｃ■■』●印■６８９４７２３７６４８４８９４６３３４３２６ ７８０１９４１３１２４●■ ◆●由●０■■■０１２２００２０００４ ●２１ ８１０７７７３４３９■●●●■■□■●●５０４０４０９０６４３１２２４８１ ４６９６８８８０４２４色①⑪●の△●］Ｃ●■■肌銘的田飢門祀妬Ⅳ汕阻















































東南アジア 7000 34.1 2387
うちＮＩＥＳ(1) 3397 5０７ 1722
うちＡＳＥＡＮ（２） 3801 18.2 692
シンガポール 561 15～2０ 84～112
その他 363 16～2３ 57～8５






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































共産圏 ２８９７５８６６９■６Ｐ。■●５３０８２７４１０７２１１１３４２２５ ６１３３１９５７２８０●●●■●●●●■５５５３７６９７８８２２２１２１４２２１ ００７５１５７６１３●●●＄●Ｇ■■●●０１３８０５５００３５６６６４３４５５２ １１１２１２００１００◆Ｐ●●●●００００００ ８９４２６８３７２３●●■●◆■■■■Ｃｌ４５３９４５０１４１１１１１２３ ９６１５１６９１３２。●●●●●□●●●６４８１２２２３３４５６６６５４７５４３ ０３３８０３７０５３０●ののり●■■■●１０６４８２１６５１３２１２３５１２２６ ３３２５２３１３０２００００００００ｕｓ●●●●●□□
信用状 取立手形 送金為替 その他











































































































































































































































1990 1991 1992 1993 1994
























































































































































































































































































































1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994




中長期 ５５１４６３７６２０４５１ 汀２４８９６６９２０４５１ ５８５８７１００２１５６１ ６４１３１３３０３３６７１ ８６２４００１９４５７７１ 54.6182.1７Jし5107.5 ８２３９◆■Ｇ■８４８５５８８９１ 66.7219.7119.210Ｕ５ ９０５５２６２３８３２１２１１ ６７８９１３０２１８５３１２１１




その他 ３３５６□●■●９０９９７１４１ １３２←□●●●■１０４６０１６２１ ０９７４●■●■４０９３２１７３１ １０１３００００２１８３１ ４３６６０６●●５００４３１９３１ ８１５２６０８８３１８３ ２６９７●Ｃ●■０８２８３８３１ １２３７且００４４１９４１ ４Ｊ２５０９５５６０４１１ 170.6１３．１１１４６０
眼行の管理債務 22.9 41.6 42.6 49.8 ６ＬＯ 82.3 62.9 ７１．２ 112.0 108.9
「円の国際化の進展と東アジア経済圏」
つつより有利な資金連用を図るために，定期性の預金やその他の金融資
産にまで拡大して保有されるようになったものである。１９８０年代後半
以降も預金総額全体は増大しているが，金利がつかない要求払い預金は
ほぼ100億ドル前後で一定している。このドル預金が，いわば，民間の
レベルで基軸通貨としてのドルを機能させる運転資金となるものであ
る(36)。
例えば，日本円を売買する場合，為替売買を行う為替銀行は，日銀
ネットを利用したオンラインシステムによってその差額を決済すること
ができる。その決済の規模は，外国為替円決済交換高として公表され，
1994年では１日平均で27兆円である。各為替銀行は，為替売買のため
の個別の運転資金を保有するだけでなく，こうしたネットを通じて他行
との関係を決済するための円資金を保有することが求められている。日
本の銀行は，円資産を国内預金として膨大に保有していることに加え
て，日銀の中にも準備金として一定量を保有しており，外為取引の決済
のための円資金をほぼ無尽蔵に保有しているが，外国の銀行の場合は異
なっている。日本の為替銀行内に一定量の円預金を持つ必要があるので
ある。同様に，日本の銀行も，ドルをアメリカ国内で，マルクをドイツ
国内で－定量保有していなくてはならない。この決済性の資金は非居住
者の保有分もすべて国内で保有されている。その理由は決済性の資金は
信用創造を行うことができ，通貨当局からみれば，他国に決済性の預金
があることは通貨主権の問題にも抵触することになるので，現在でも認
めていないからである。いわゆるユーロ市場は，すべて定期性の預金に
よって構成されている。
こうした点を考慮すると，マルクの場合もドルと同様に国際的な決済
のために機能していると考えられる。前節でみたように，欧州の通貨危
機に際してＥＭＳ加盟国の行った介入額は非常に巨額に上っているが，
その売買の当事者は通貨当局ではない。それは，民間の金融機関であ
り，私的な資本であって，決済性の資金はパイツ国内の金融機関にいつ
１５１
たんは蓄積されるのである。こうした巨額のマルクの売買が行われるこ
とで，非居住者のマルク預金が拡大しているということができる。
1994年末の要求払い預金の金額1116億マルクは，ドルに換算すると
688億ドル（１ドル＝1.6218マルクで換算）に達し，ドルのそれの５倍
以上になっている。もちろん，銀行が管理する債務まで含めてみればド
ル預金よりも小さいのであるが，要求払い預金の金額が世界全体の外国
為替市場におけるドル売買とその比率の大きさを考えると，マルクの方
が多いという点にはやや奇異な印象を受ける。おそらく，それは，アメ
リカの金融機関の顧客に対する資産管理とその運用のサービスのあり方
が要求払い預金を圧縮しているからであると推測され，結果的に，こう
した差額をもたらしているのではないかと考えられる。他方，ドイツの
場合，1980年代の末まで，ドイツの連銀がマルクの国際化に対して消
極的な姿勢を維持し続けていたため，アメリカのような流動性を保ちつ
つ有利な資産運用を行うことが比較的にできないと考えられる。もちろ
ん，この金額のすべてが国際的な決済のために保有されているとは考え
られないが，かなりの比重を占めていると推測される。
そして，このことは，現在，国際的な決済のための準備がドルだけで
なく，マルクでも保有されていることを示している。かつてのように，
ドルが単独で基軸通貨であったときには，基本的にドル準備を保有すれ
ばよく，ドルの減価に対しては金融資産としての運用を図ることと，他
の通貨をポートフォリオの中に組み込むことで対応できていた。発展途
上国の多くの中央銀行も，こうした姿勢で外貨準備の運用を行ってきた
ということができる。
だが，国際的な決済が大きく変化している現在，以前とは異なる外貨
準備の運用を図る必要が生じてきている。日本の都銀11行の1994年９
月中間決算における外為取り扱い高は，約６兆ドルにも及び，その売買
益は総額で1063億円にも達し，外為売買は貴重な収益源になっている。
日本の都銀は，ドル，マルク，円の間で外国為替の売買を繰り返し行っ
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ており，既に，ドル準備だけでなくマルク準備も豊富に蓄積している。
それがこうした売買と収益を支える根拠になっており、逆にそうした準
備がなければ損失を発生させることにつながっている。
こうした問題が典型的に顕在化したのが1994年末から始まったメキ
シコ通貨危機とそれに続いて始まったドル安である。そして，このドル
安が進行した時期に，アメリカの金融資産価格も大きく変動し，不安定
な櫛造が明らかになった。今回のドル安の大きな特徴は，ドル安が急激
に進行し，ドル準備が急速に減価していくだけでなく，ドル建てでの金
融資産自体の価格が不安定になり，従来型のドル中心の資産運用では対
処が困難になるという事態が生まれた点である。民間の金融機関はこう
した状況の下でも積極的な売買を繰り返し，損失を拡大するというより
も収益を拡大しているが，ドルを外貨準備の中心にして日常的にドル売
り円買いを行わざるを得ない東アジアの諸国は，大きな差損を被ったと
いうことができる。それが，アジア諸国による９５年初頭の，いわばパ
ニック的な円買いを招いた背景であろう(37)。さらに他方で，東京市場
においても，マルク対円の直接取引が行われるようになってきており，
東アジアの中央銀行がドル準備で円を買うのではなくマルク準備で円を
買うことも可能になっている。つまり，外貨準備をドルで保有しなけれ
ばならない根拠は日々弱くなっているのである。基軸通貨としてドルだ
けが唯一の為替媒介通貨ではなくなってきているからである。
国際的な決済を行う背景が大きく変動した結果，従来にもまして，ア
ジアの発展途上国は円とマルクの準備を蓄積せざるを得ない。特に，円
建てでの対外支払いが今後ともに増大すると予想されるがゆえに，円建
ての外貨準備を拡大させていくと考えられる。また，このことは単に外
貨準備に占める円比率を高めるということにとどまらず，一国の経済規
模全体での為替リスクの回避につとめることを要請させている。対外的
な債務の問題でいえば，円建て債務の削減につとめるということも対応
の一つであり，それも進められてもいるが，基本的に，工業化のための
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資本輸入は今後ともに必要であり，ドル建てで長期的な低金利の資金が
調達できるという保障は存在していない。日本の援助，特に低金利の円
借款は，依然として各国から求められている。
それゆえ，ネットでの円建てでの対外支払いを削減するためには，ど
うしても円建てでの受け取りの増加が必要であり，その意味で円建て輸
出の拡大はもっとも有効な手段である。こうしたことから，今後，日本
向けの輸出の円建て化が従来とは異なった速度で急速に進行するのでは
ないかと思われる。1995年３月の輸入決済通貨建動向の円建て輸入の
急増は，以上のような背景によって促進されているということができよ
つ。
むすび
東アジアにおける円建て貿易は，日本の輸出入が増大することでその
総額は拡大してきたが，日本を当事者として含まない貿易にはほとんど
利用されていないことが明らかにされた。だが，遅れているといわれて
きた日本の輸入の円建て化も急速に進展し，東アジア諸国の円の受取額
は着実に増加している。輸入の円建て化のテンポを早めたものは，１９８５
年以降の円高の時期で，まず，日韓貿易において，続いて日台貿易でそ
の比率が40％前後まで急増した。その後，やや停滞するが，今回の円
高を契機に円建て輸入はさらに拡大しはじめている。おそらく，韓国，
台湾からの輸入は，６割程度が円建て輸入になっていると考えられる。
こうした円建て輸入の増大の背景には，東アジア諸国において工業化
が進展し，経済規模の拡大とともに為替管理が自由化されてきたこと，
また，それに対応する通貨当局がドル依存の為替政策のリスクを認識し
始めてきたことがあげられよう。これまで，東アジア諸国は基本的にド
ルで外貨準備を保有し，それによって恒常的にドル売り円買いを行うこ
とで増大する円建ての対外支払いを行ってきた。台湾の例でみたよう
に，長期的な円高傾向のもとで，輸出入業者の為替リスクは，為替銀行
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を経由して中央銀行へと転嫁されており，政府の長期的な債務の返済と
ともに，通貨当局に巨額の為替差損を生み出している。
他方で，欧州においては，ドルの基軸通貨としての地位が揺らぎ，ド
イツ・マルクが為替媒介通貨としての地位につくという新しい事態が
1990年代に入って生じている。欧州だけでなく日本も含めて先進各国
の銀行は，マルク準備を蓄積することでこうした新しい事態に対応し，
またさらにそれによってマルクの地位がさらに強化されるという結果が
生みだされている。こうした新しい事態に対して，各国の中央銀行も新
しい為替政策が求められるようになってきた。
もちろん，東アジア諸国は，為替政策を基本的にドルにペッグする政
策を採用してきており，その対米貿易依存度を低下させたといっても依
然としてその比率は高い状況にある。また，域内貿易の拡大は，各国の
通貨協力を生み出しつつもドル依存の椛造そのものを変更させるものに
はなっていない。こうした構造そのものは，ごく短期間のうちで急激に
変更されるということではないが，しかし，これまでみてきたように，
それ以前とは異なるスピードで大きく変わろうとしている。円の国際化
は，日本におけるその準備の程度にかかわらず，一方でのドル不安に対
応する形で急速に進行していくと考えられる。このことはドル体制を支
えてきた東アジア諸国がその不安定性に注意を払いだしたことを示して
いる。それは欧州の先進諸国が外貨準備におけるドル比率の引き下げを
行ない，マルクを活用するようになってきていることともあわせて，ア
メリカの基軸通貨国としての地位を不安定にさせていくと考えられる。
アメリカは，これまで,基軸通貨国として唯一の国際通貨発行特権を享
受してきた。つまり，アメリカは，自国通貨建てで資本輸入を行うこと
が可能であったのであり，それが双子の赤字を支える一つの条件になっ
ていたということができる。したがってドル不安は，今一つの大きな質
的転換を遂げているように感じられるが，この問題の本格的な検討は別
稿で行うことにしたい。
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注
（１）日本経済新聞，1995年４月６日。
（２）1992年に２６カ国の中央銀行が行った外国為替市場の詳細な実態調査を
もとにして，1990年代初頭にドイツ・マルクが欧州域内において為替媒
介通貨としての地位についたことが井上（1992）によって明らかにされ
た。その後，山本（1993)，奥田（1993（ａ))，田中（1994（ａ)）氏らの
一連の研究によって，欧州域内においてドイツ・マルクの為替媒介通貨と
しての地位が確立したことが実証されている。しかし，その評価について
は，外国為替市場における直物取引とスワップとの相違を重視し，先物市
場においては未だにドルが圧倒的地位についていることから，マルクの限
界性を主張する奥田と，その急激な変化にこそ注目したいとする井上，田
中に見解は分かれている。両見解には，いくつかの相違はあるものの，
1990年代初頭に欧州域内でドルがマルクによって駆逐されたという点に
ついては同一であり，そのことは国際通貨体制を考える上で非常に大きな
意味を持っていると思われる。
（３）井上（1994)，山本（1994)，佐藤（1994)，神沢（1994)，河合（1994）
を参照。
（４）この第三国通貨としての円の利用の問題は，増田（1992）においてその
実態を明らかにしたが，その後の事態の変化と利用できる資料の確定を受
けて，再度検討する必要があると考えられる。同様の視点から，佐藤
（1994）は，この問題について資料を丹念に渉猟し東アジアの円建て貿易
の問題を検討し，貴重な研究成果をあげている。
（５）こうした観点からの業績として，山本（1994)，神沢（1994)，中尾
（1994）がある。山本はドル本位制と規定できた国際通貨体制が，欧州に
おけるマルクの国際通貨化とアジアにおける円の不十分な展開とを受けて
変貌していく様態を具体的に検討し，いわゆる三極通貨体制の櫛造を分析
している。中尾は香港におけるドルリンク制の栂造を示し，アジアのドル
依存の強さをアジアの限界として強調している。しかし，同時にアジア諸
国のアメリカ金融市場との連動性が「リスク」として把握されていること
も指摘しており，変化を予感させている。
（６）国技（1995)，Frankel（1984）を参照。日米円ドル委員会は，日本の
金融市場の規制緩和を推進させる大きなきっかけになったが，円建てＢＡ
市場が消滅してしまったことからも明らかなように，貿易面での円の国際
化を進めることにはつながっていない。貿易面での円の国際化は，まさ
に，為替相場の変動と円高そのものによって推進されている。
（７）ここでの東南アジアは，いわゆるＡＳＥＡＮ諸国ではなく，韓国，台
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湾，インド等も含んでいる。日常的に使われる用語では，どちらかという
と，東アジア，南アジアとして理解される地域のことである。ただし，イ
ンドを含めても，いわゆる南アジア地域からの輸入の金額は少なく，ほぼ
東アジアを指していると考えて差し支えない。
（８）井上（1994）は，日系企業の家電製品の生産拠点の再配置をもとにし
て，ＡＳＥＡＮ諸国からの輸入における円建て比率を４０％近くになりつ
つあると推定している。井上（1994）ｐｐ､321-326を参照。今年度の調査
で，氏の見解は裏付けられたということができる。
（９）井上（1994）ｐｐ､298-316,を参照。井上は，ＡＳＥＡＮ域内における通
貨協力の実態を具体的に検討している。井上（1995）は，日系企業におけ
るケース・スタディであり，個別企業がそれにどう対応しているかが明ら
かにされている。
(10）ここで，シンガポールの円建て比率を１５～20％と推計した。シンガ
ポールは，ＮＩＥＳ，ＡＳＥＡＮの両方に含まれているため，ＮＩＥＳ，
ＡＳＥＡＮからの円建て輸入額の合計は，シンガポールから輸入額を二重
に含んでいる。したがって，東南アジア全体から二重部分のそれを除外し
たものが，その他の地域からの円建て輸入額になる。それゆえ，仮に，シ
ンガポールからの円建て輸入比率を，３０％とすると，その他の地域から
の円建て輸入比率は48.9％という非常に高い数値になる。シンガポール
からの輸入品目のうち，機械製品の輸入の割合が高いので，実際の数値は
ＡＳＥＡＮの平均より高いと考えられる。
(11）増田（1992)，佐藤（1994）参照。
(12）これらの問題は，増田（1992）を参照されたい。
(13）佐藤（1992）も同様の指摘をしている。
(14）徳永正二郎，立石剛，山本一哉（1994（ｂ)）は，韓国企業を対象にし
てアンケート調査，ヒアリング調査を行い，輸出入の決済方法と決済通貨
の問題を考察している。その結果，ドルが投資と貿易とを支配する理由と
して，韓国政府な対ドル為替安定政策とそれに基づくドルコストの低さ
（取引コスト，資金コスト）をあげている。また，アンケート結果から，
日本以外には円建て輸出を全く行っていない（０％）ことが示されている
点で興味深い。日系企業以外は，日本以外の地域に円建て輸出を行ってい
ないということを示していると考えられる。
(15）Ｒｏｗｌｅｙ（1990）は，日本以外の東アジア諸国がほとんど円建て貿易を
行っていないと推定している。
(16）この点で，ここで利用した輸入額は，各地の税関に提出される輸出入申
告書を利用して集計された統計に基づいている。税関への申告は，円表示
１５７
で行われているから，日本の貿易統計は円表示で集計されている。した
がって，ここで利用したドル表示の貿易額は，円表示の数値をドルに換算
して求めたものである。この貿易額と「輸出確認統計｣，『輸入報告統計」
とで集計されている貿易額との間は，補足範囲が異なるので一致しない。
この両統計の相違，及びその持つ意味については，森博美（1987(a)，
1987(b)）を参照されたい。
(17）シンガポールの円建て輸入比率を20％として計算すると，シンガポー
ルからの円建て輸入額は１．１２億ドルになる。この金額をＮＩＥＳからの
円建て輸入額からひいてそれ以外のＮＩＥＳ諸国からの円建て輸入額を求
め（1722-112＝1610)，輸入総額全体からシンガポールの輸入額を引いた
数値（3397-561＝2836）で割ると，シンガポールを除いた韓国，台湾，
香港の３カ国の貿易の円建て比率（56.7％）が求められる。
(18）奥田（1992）は，日本の貿易収支を通貨別に分け，円建て貿易収支の黒
字の決済と円建て対外投資とを関迎づけて述べている。日本の貿易収支を
通貨別に分けて検討した先駆的な業績である。
(19）奥田（1993）の注３２を参照。増田も奥田と同様，日本の貿易黒字のほ
とんどは円で存在していると考えている。円建て赤字のための決済を行わ
なければならない東アジアの諸国は，円を手に入れるために日本の為替銀
行に対して為替媒介通貨であるドルで円を買うという行為を行っている。
この構造は，日本の為替銀行の立場ではドルを受け取り，円を売るという
ものであるので，ドルで支払いを受けると認識されうる。この問題は，神
沢（1994）ｐ､241の指摘を参照。だが，東アジアにおける為替媒介通貨が
ドルであることから，ドル建てのドル決済と円建ての円決済とが同じであ
るということにはつながらない。円建ての円決済は，対価としてのドルを
売買するにしても日本国内の円決済を利用することになるのに対し，ドル
建てのドル決済はアメリカ国内のドル預金を使わざるを得なくなるからで
ある。つまり，現在この為替リスクの問題が大きな意味を持ってきている
のであり，準備通貨としての円の役割を高めることにつながっていると考
えられるので，この区別を重視する必要がある。
(20）台湾以外の国も，為替管理を行っている。為替の自由化が進んでいると
考えられるシンガポールでも，シンガポール金融通貨庁がシンガポールド
ルのディーリングを黙認するようになったのは，１９９０年代に入ってから
である。日本経済新聞，1995年３月１０日。
(21）以下の叙述は，主として，台湾研究編「台湾総覧」各年版による。
(22）現在までのところ，1989年以前と1990年５月以降とを知ることができ
ない。その理由は，一つには1989年までは，外国為替取引は外国為替取
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引中心（センター）に集中されて行われてきており，日本円は外貨の指定
外通貨で，外国為替取引センターでの銀行間取引ができないという制約が
あって，統計上の把握ができなかったからである。しかし1989年４月に
この外為取引センターが廃止され，外為ブローカー制度が導入されたた
め，日本円の対顧客の取引高が公表されるようになった。けれども，他方
で，1990年５月以降のデータを公表しなくなって数年に及んでいる。そ
の理由は不明であるが，為替管理のあり方についての微妙な問題を含むこ
とにもとづく，何らかの判断によるものと思われる。
(23）台湾では，1989年から外為ドルコール市場の創設に続いて，９０年以降
にマルク，円の取り扱いも開始したが，市場創設以降1993年３月までは
若干の例外を除いて常に円金利の方がドル金利よりも高かった。それゆ
え，円貨を常にコール市場で調達することは，経済的に不合理である。し
たがって，1993年３月までは，円貨は中央銀行との為替取引で手に入れ
るていたか，または，外国市場での取引によっていたと思われる。
(24）1988/12/23，台湾立法院における張継正中央銀行総裁の答弁による。
1988年末の台湾の外貨準備（742億ドル）のうち，ドル７１％，マルク１８
％，円９％，その他２％である（｢台湾総覧」1989年版)。この1988年末
の時点では，円の比率はマルクの半分であり，極めて低いといわざるを得
ない。
(25）1994年６月末現在，外貨準備の櫛成比率は，ドル57％，マルク２２％，
円15％，スイスフラン４％である（｢台湾総覧」1994年版)。１９８８年から
みて，円建て比率を高め，ドル建て比率を低下させていることがわかる。
金額でみると，円はほぼ２倍の127億ドルに増えている。
(26）徳永正二郎，立石剛，山本一哉（1994(a))，山本（1994)，佐藤
（1994）を参照。徳永らは，機械関連製造業を対象にアンケート調査とヒ
アリングを行い，ミクロな視点から企業内国際分業の進展と貿易決済条件
の変容とを考察している。
(27）佐藤（1994,ppll9-124）も，円建てＢＡ市場の問題点を貿易構造の変
化とその決済の特徴の問題から論じている。円建てＢＡ市場の問題点につ
いては，佐藤の主張に全く賛成である。
(28）1981年末の残高で，第三国間貿易は９４％，国内出荷1.2％，国内保管
4.9％，ドル為替0.1％である。したがって，全体の動向から，第三国間
貿易の大きさの推移を知ることができる。佐久間潮，打込茂子（1982）
ｐｐ､104-105.Ｆ.Ｈ・JensenandP・MParkinson（1986）ｐｐ､4-5．
(29）JensenandParkinson（1986)，ｐｐ５．
(30）山本（1994)，ｐｐ､19-22.
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(31）DeutscheBundesbank（1994）ｐｐ､98-100゜このドイツ・マルクの介
入問題については，上川（1992）を参照。上川は，ＥＲＭの介入通貨が，
ドルからマルクに変遷していく姿を明らかにしている。山本（1993）は，
ドイツ・マルクを使ったＥＲＭ諸国の介入が，各国の外為市場よりもロン
ドン市場で行われていることを明らかにした。この点は，田中（1994
（a)）も指摘している。また，1993年の介入については，富士彰夫，篠田
孝夫，佐久間浩司（1994）ｐｐ､78-80,を参照。
(32）ＩＭＦ（1994）ｐ・'58･上川（1992）は，外貨準伽におけるマルク比率の
上昇を為替介入の問題から説明し，1989年その比率を３５％であることを
指摘している。
(33）国技（1995）ｐ､1，山本（1994）pp208-9oHolloway（1990）は，円
準備の比率を10～13％と推測しているが，この比率は低すぎると思われ
る。さらに，円準備の蓄預は，円高傾向のもとで，1995年以前にも積極
的に行われている。シンガポールや台湾は，ドル不安の対処としてマルク
買い，円買いを進めていることが報道された。日本経済新聞，1994年７
月２６日。
(34）日本経済新聞，1995.3.14･インドネシア中央銀行総裁の会見。政府債
務はほとんどが長期であり，円高による返済への影響は少ないと強調し
た。また，円建て債務への返済は，外貨準備の中で対応が可能であると述
べている。ただし，今後は俄務比率と外貨準備の円比率を同じにしたいと
も述べている。
(35）相沢幸悦（1988)，pPlO1-103oまた，８０年代後半以降については，相
沢（1993）を参照。相沢（1994）は，ドイツ連銀がドイツ・マルクの国際
化について消極的であったことを強調し，現時点でも，金融の自由化はド
イツ連銀の金融政策を阻害しない範囲にとどめられていることを指摘し，
その政策が自由化の限界を形作っていると述べている。
(36）増田（1989）を参照。
(37）例えば，日本経済新聞，1995年４月６日を参照。
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